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「美しい心、ロータリアンの矜持
　　～修養、友情、情熱、奉仕、平和、感動～」

「あなたのロータリーをみつけよう」

◆点鐘：半田　　稔 会長 ◆ロータリーソング：国歌・蔵王を仰ぐ
◆司会：西谷　真一 S.A.A. ◆会場：大沼デパート

●今月のロータリーレートは108円です。
●理事会がありますので、理事、役員の方は残ってください。
●6時半からファイヤーサイド・ミーティングがあります。ぜ
ひ奮ってご参加ください。
●ＩＭのホストクラブ、上山ロータリークラブから「たくさん
来てくれてありがとうございます」と礼状がきています。
●ネルソン君「先週の土曜日、仙台で初めて食べた牛タンは
とてもおいしかったです。温泉にも行きました。ブラジルに
温泉はありませんから、気持ち良かったです。今週は、午後
学校は休みです。」

五十嵐　信 幹事幹事報告
第5ブロックＩＭ

今日は、先週お話しできなかったＩ
Ｍについてです。今年の第５ブロック
ＩＭは、２月17日(土)、上山ＲＣの主
幹で、かみのやま温泉の月岡ホテル
で開催されました。当クラブからは約
30名に出席していただきました。開
会が午後2時だったのですが、ちょう

ど羽生結弦選手の演技が終わり、金メダルが決まるかどうか
という時で、会場全体がざわついている中での開始になりま
した。

最初に基調講演として、二本松会かみのやま病院院長の
江口拓也氏から、日本の歴史上、精神障害者がどのように
扱われてきたかについての話がありました。昔から、薬や祈
祷で治そうとか、税を減免したり、事件を起こしたときに罪
を軽くするといった配慮はありましたが、基本的には、社会
の安全のため、一般社会から隔離することに主眼が置かれて
きました。精神障害者の人権を尊重し、社会で受け容れるよ
うになったのは、ごく最近のことになります。

次いでパネルディスカッションに移り、鈴木一作ガバナーが
コーディネーターになり、上山市内の福祉施設や特別支援学
校の関係者から、精神障害者、知的障害者、身体障害者が
社会に適合できるようにするため、どのような活動をしている
かの報告がありました。二本松会病院の周辺は、「中川福祉
村」といって、全国２番目の福祉村に指定されており、多く
の福祉施設があります。そして、地域社会に障害者を受け入
れ、一緒に蔵王山清掃などの社会奉仕事業を行っているそう
です。

上山ＲＣもこの活動に協力しているそうで、会員数わずか
18名のクラブが、対外的に誇れる立派な活動を行っているこ
とに敬意を表します。

懇親会では、当クラブの会員は、多くが最後の「手に手つ
ないで」まで残ってくれました。アトラクションとして高松観
音の裸餅搗きがあり、大量の餅が振る舞われました。皆さ
ん本来の料理でお腹いっぱいの中、私は大量に食べましたの
で、これが一番のＩＭへの貢献だったかなと考えています。

委員会報告

先週の土曜日、3年ぶりに西風会を行いました。8名の参加
で優勝は髙橋順弘さん、準優勝は宇佐美俊治さんでした。

4月29日、例年通り球風会のコンペを蔵王カントリークラブ
で予定しております。皆さん手帳のほうに記入していただき、
奮ってご応募ください。後ほどご案内を差し上げます。

『ロータリーの友』3月号に、県内クラブの記事が載ってお
りますのでご紹介をさせていただきます。

54、55ページに山形北ロータリークラブ「やまぶきロード
植樹プロジェクト」と、60ページに大江ロータリークラブ、タ
イの元青少年交換留学生の結婚式に参列してきたという記事
が載っております。大勢の方が参列している様子がうかがえ
ます。

会員7名、奥様9名が3月に誕生日を迎えられます。おめで
とうございます。

親睦・家族委員会　　　　 尾形　亨 委員

職業交流委員会  　　　　髙橋　勝治 委員長

広報雑誌史料管理委員会  吉田　福平 委員長

伊藤　歩 会員へ
入会記念バナー贈呈



会員総数 出席会員数 会員総数 出席義務会員数 出席会員数 出席率

本日出席（3/5） 100名 59名 修正出席（2/17） 100名 84名 79名 94.05％

メークアップ
された会員

＜本日出席・修正出席＞

（山形南）小松　公博、橋本　慶昭、武田　秀和、石井　雅浩、風間　義朗、伊藤　義彦、後藤　光政

『数字で見る高齢化と介護保険』

大澤　賢史 氏大澤　賢史 氏

社会福祉法人 羽陽の里たかだま
理事長 （兼）施設長
社会福祉法人 羽陽の里たかだま
理事長 （兼）施設長

ゲスト卓話

高齢化
今日は「数字で見る高齢化と介護保険」ということで進め

させていただきたいと思います。資料を皆さんに準備をさせ
ていただきました。

皆さんもご存知かと思いますが、山形県の平均寿命、男
性が80.5歳、女性が約87歳で、これは全国で29位となっ
ております。最近、滋賀県が禁煙の対策をしっかりやった結
果、１位になっております。そんな中で平均寿命29位という
部分ですが、平成27年、22年との対比では、山形の男性は
さっぱり伸びない、最下位ということです。女性は全国17位
となっております。ただ、山形県の平均寿命の推移を見ます
と、男性は40位から11位、女性が43位から25位と進んでき
ております。

介護の問題は、少子高齢化の背景をもとにして、最近は
人生百年時代とも言われておりますので、いかに健康寿命
を延ばすかということが、いろいろな地域での課題になって
いるところでございます。山形県は高齢化率31.5％、全国
で7位ということです。秋田県がもちろん、いちばん高齢化
が進んでおりますけども、山形県の市町村ごとに数字を見
ますと、西川町では41.6％、逆に進んでいないのが山形、
天童となっており、東根が26.7％です。2025年、団塊世代
の方が後期高齢者になる頃には、山形県は1つ上がって全国
で6位の高齢化率。西川町、朝日、鮭川村を見ますと、もう
45％を超えている状況です。県内でもっとも高齢化率の低
い東根市、それから山形が30％前後というところにありま
す。また一方で、高齢者のいる世帯は、山形県は全国で2
位の54.7％。これを市町村別に見ますと、高いのが西川町
の78％。そして、山形市が最も低くて42.8％となっておりま
す。また、同じように三世帯の同居率も山形県は1位でござ
います。山形市が1番低くて10.3％、そして一人暮らし高齢者
の県平均は11.1％です。それから、要介護認定率の県内平均
は18.3％で、これは各自治体さんで差がありますが、金山町
がいちばん高くて21.7％、最も低いのが天童の14.5％となり
ます。
保険料

介護保険料は65歳以上の第1号被保険者、40歳以上の
第2号被保険者の方が払っていますが、特定疾病、いわゆる
年齢が高齢になるに従ってかかりやすい疾病16に該当しない
と、保険料を払っていても、介護保険は適用にならないので
ございます。65歳以上の方が支払う保険料は、平成12年介
護保険法が施行になった当時、国は「お一人2,500円負担し
ていただきます」というキャッチフレーズでしたが、現在は

ニコニコBOX

戸田正宏さん／西風会  麻雀大会楽しかったです。前回の覇
者として期待されましたが、今回は残念ながら 8 位です。8
位とは聞こえがいいですが、8 人参加の 8 位です。
遠藤栄次郎さん・遠藤靖彦さん／今年でネッツトヨタ山形が
50 周年を迎える事が出来ました。皆様から愛され続けられ
ますよう今後とも社会のために努力して参りますので何卒宜し
くお願い致します。
遠藤正明さん／ 2 月14 日バレンタインに長女が初孫の女の
子を生んでくれました。同時にバカ爺さんも誕生しました。今
月中旬には次女も出産予定です。

全国平均が月額5,514円、山形県の場合5,644円です。これ
も各自治体にばらつきがあり、公表されている数字では、最
も高い真室川町の6,997円からいちばん安い東根市は4,900
円。山形市は5段階の標準が5,400円になっております。

そして健康保険税と一緒に介護保険料が、給料から天引
きになっております。労使折半ということになります。拠出し
ている保険料は２年前に10兆円を超えています。非常に費
用がかかっているということで、介護保険はいわば財政問題
となっております。ちょうど来年から3年に一度の改訂がござ
いまして、すでに8月からは3割負担の方も高額所得者の方に
は、適用するということが決まっております。それから、介
護保険制度の見直しで、第2号被保険者の年齢の見直しも議
論される背景にあります。
介護事務所

山形市内にある事業所をピックアップしてみました。ケア
マネージャーさんがいる居宅介護支援事業所が69事業所。
天童には23事業所、認知症対応型の共同生活介護事業所
が20事業所、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介
護事業所、俗に地域密着型の老人ホームが16事業所、特別
養護老人ホームが15事業所です。地域密着型とは、山形市
にある施設であれば山形市の方しか利用できない、私どもの
施設は天童にありますので天童市民しか受けられないことに
なります。一番の課題は職員不足です。介護する職員がい
ない。その結果、60床のうち20床は利用者の方を入居させ
ないというところまであります。これは山形市内でもありま
す。それぐらいたいへん厳しい部分です。しかし、最上地域
では職員は充足しているが入居者がいないというとこがあり
ます。いろんな多様な施設整備がどんどんできればできるほ
ど、介護保険料が実は上がっていきます。連動にはなります
が、やはり職員の確保、入所される方の確保というのが介
護保険の中では大きな問題になっております。職員不足で、
外国人労働者の導入、介護ロボット、福祉機器の利用など
がかなり加速度的になっている実情がございます。こういっ
た介護保険ですが、やはり家庭介護から社会での介護とい
うのが、この保険の目指すところでありますので、ぜひ継続
した制度設計をするためにも、私たちもいろいろ考えていく
必要があると思っているところです。


